
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 29 日、広島県医師会にて国立研究開発法人国立循環器病研究

センター理事長 小川久雄先生をお招きし「日本における循環器疾患

のエビデンス」をテーマに開催しました。 

当日は 165 名の参加を頂き、講義に真剣に聞き入っておられまし

た。「循環器病の予防と制圧の重要性」についての先生の研究成果を

伺い、ますます増加する循環器病に対して『健康寿命』の延伸＝

医療費削減につながる取り組みを学びました。 

先生のエビデンスの根底には、長年継続的に研究に取り組むこと

と、地域の先生との関係性（コミュニケーション）の支えがあると

の言葉が印象的でした。 

地域の先生との医療連携や多職種連携を図り、東区の中核病院と

しての責務を再認識し、地域包括システムに一躍を果たしていきたい

と思います。 

（地域医療連携室） 

オープンカンファレンス開催のご報告 

2020 年 3 月 

医療法人 JR 広島病院 

理事長 病院長 河本昌志 

新年が明けるまで、ウイルス感染症が社会問題化するなど予想もしません

でしたが、今や世界中の関心がこの問題の解決に向けられています。本院の

構造上は感染症が診療できる体制にありますが、感染症に特化した診療体制

は持っていませんので、コロナウイルス感染症の患者さんが発生した場合は、

専門病院と連携して適切に対応する所存です。 

さて 3 月は新年度に向けて様々な準備をする時期です。本院でも新年度に

は新たに数名の医師が増える予定です。新たな体制で診療が出来るよう、また

地域医療を支援する病院としての役割も果たせるよう努力いたしますので、引き

続き皆様のご理解とご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

 

院長よりあいさつ 

７階 緩和ケア病棟 コンサートの様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―― 今後の目標、患者さんへのメッセージをお願いします。 

患者さんとご家族が、「困ったな」「しんどいな」となった
ときの拠り所の一つになっていけたらと思います。 
話してみたい、話を聴いて欲しいと思われた方は、お気軽
にまず主治医へご相談ください。 

なお、現在は一般病棟・緩和ケア病棟で入院中のがん患者
さんとそのご家族さまを中心にお話を聴かせて頂いています。
これからもスタッフ一同、よろしくお願い致します。 

 

―― 普段心がけていることを教えてください。 

患者さんやご家族のお話を誠心誠意聴かせていただくこ
とです。おひとりおひとりの立場や価値観を大切に、良き
相談相手になれたらと思います。 

 

―― 緩和ケア病棟はどんな場所ですか？ 

病室は全て個室です。静かでゆったりとした時間の中で、心や身体
を休めていただけます。 
がんを治す治療ではなく、がんによって引き起こされる心と身体の
苦痛をやわらげるお手伝いを行い、患者さんとご家族のよりよい生活を
お支えします。 

―― 当院の公認心理師としてどのようにお仕事をしていますか？ 

病気を抱えた多くの方が感じる、落ち込みやストレスなど気持ち
のつらさについて、じっくりとお話をお伺いします。どうしたら
その人らしく過ごすことができるか一緒に考えながら、困りごと
の解決や不安・苦悩を軽減するお手伝いをしております。また、緩
和ケア病棟のみならず、ニーズに合わせて外来や一般病棟の患者
さんのお話も伺っております。 

―― まず公認心理師を目指したきっかけを教えてください。 

小学生の頃、スクールカウンセラーの方が優しく良き相談相手と
なるのを目にして、なんとなく憧れを抱いたことが第一のきっか
けです。 

公認心理師として当院で働く坂本さん。 

患者さんの心の拠り所、職員のよき相談相手として 心のケアに

尽力されるなど、病院へ大きく貢献をされております。 

そんな縁の下の力持ちとなっている坂本さんへ、緩和ケア病棟で

のお仕事についてお伺いしました。 

 

 

医師と看護師を中心に、薬剤師、社会福祉士・

リハビリ技師・公認心理師・臨床宗教家などが

協力してお支えします。 

また一般病棟でも、つらい症状に悩む患者さん

へサポートを行っております。 

 専門的・集中的な症状緩和を通して、自分

らしく穏やかな生活を目指します。 

 退院や外出泊を積極的に支援し、ご自宅で

も療養できるよう地域と連携します。 

治療中の病院でも、緩和ケア病棟でも、ご自宅でも受けられます。 
入院しないと受けられないの？ 

がん患者さんの多くが経験する、痛み・だるさ・息苦しさなどの身体の辛さ、落ち込み・怒りなどの

気持ちの辛さ、金銭や介護の不安などを、様々なスタッフが力を合わせ、患者さんとご家族をサポ

ートします。 

具体的に何をどう緩和してくれるの？  

がん治療の初期からがん治療と一緒に受けるケアです。終末期の方だけのためのケアではあ

りません。 

正直、緩和ケア＝死というイメージ･･･ 

がんによる心と身体の苦痛をやわらげ、自分らしい生活を送れるようにするケアです。 

 

緩和ケアってなに？ 

このページでは、職員の紹介も交えながら、ＪＲ広島病院での取り組みを皆さまへご

紹介したいと思います。 

第１回目は、７階病棟の緩和ケア内科についてのご案内です。 

7階病棟(緩和ケア内科) 働く現場をご紹介 Vol.1 

※ なお、当院７Ｆ緩和ケア病棟の“見学のみ”は行っておりません。まずは医師の診察が必須となります。予めご了承ください。 

もっと緩和ケアを知りたい！という方は･･･ 

当院ホームページにて、緩和ケア内科をご紹介 
しています。そちらもぜひご覧ください。 

http://www.jrhh.or.jp/shinryo/kanwa.html 
携帯・スマートフォンを 
ご利用の方は、こちらからも 
アクセスください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消化器内科、特に消化管を専門にしていま

す。わかりやすく丁寧な説明を心がけていき

たいと思います。 

宜しくお願い致します。 

 

新任医師のご紹介 

ＪＲ広島病院では、この度絵画の寄贈を受け、院内に展示する

こととなりました。寄贈者は広島大学名誉教授、難波平人様ご夫

妻と絵画教室の生徒様、作品は全２６点です。 

２階外来フロアおよび健診センター、３階手術室入口、４階～

７階病棟に展示しています。 

 

 

健診センター 医長 

 田中 美和子 たなか みわこ 

 

 

安村 純子 やすむら じゅんこ 

 

 

広島県内の総合病院で一般小児科、小児救急

の診療に従事した後、鹿児島大学病院で小児

リウマチ研修を受けました。その後、小児リ

ウマチ専門医として広島大学病院で診療し

て参りました。専門に限らず、丁寧な診察・

説明を心掛けていきたいと思います。 

 

当院では今年１月より、健診センター 消化器内科医として田中先生、小児科医として安村先生がそれぞれ

就任いたしました。以下、お二人のご紹介です。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

小児科 医長 

 

院内の絵画展示について 
２月１日(土) 感謝状授与式 ならびに 除幕式の様子 

 

難波平人先生 作品（２階） 難波英子先生 作品（２階） 

ロゴマークの制定 

この度、病院ロゴマークを制定しました。これは職員から案

を募集し、優秀作品をもとに作成したもので、マークの外側の

円は「地域」を表し、内側は「二葉の里の病院」「患者さんと

医療人との向き合い」を表現しています。 

今後とも地域の皆様から親しまれ、信頼していただける病

院を目指して取り組んでまいります。 

ロゴマーク（和文タイプ） ロゴマーク（英文タイプ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ご予約に関するお電話は 

午後 3 時～5 時の間でお願いいたします。 

082-262-1171 （代表） 


